
 

 

 

 

  

 

 

◇明日から夏休み  

学年が替わり、クラスや担任が替わり、新たな気持ちでスタートした１学期。日々
の授業や、行事・活動など、様々な経験を通してみんな成長を遂げ、その学年らしく
なってきました。保護者や地域の皆様には、本校教育に対して、温かいご理解ご協力
をいただき、誠にありがとうございました。  

さて、明日からいよいよ、子ども達も楽しみにしている夏休み
が始まります。長い休みだからこそできることに挑戦し、有意義
な夏休みになることを願っています。  

夏休みの生活については、「夏休みのきまり」や、各学年だよ
りをご覧いただいて、健康・安全に気を付けて元気に過ごしてく
ださい。特に安全面では、以下の３つのことについて、ご家庭で
も改めてご注意いただくようお願いします。  

①【自転車でのヘルメット着用】 
 夏休みになると、子ども達が自転車に乗る機会も増えるかと思い
ます。その際には、ヘルメットを着用するよう、言葉がけをお願い
します。現在、自転車でのヘルメット着用は、「努力義務」となっ
ています。毎年１・３・５年生が、夏休み前に交通安全教室を開い
ているので、ヘルメットの大切さと正しいかぶり方についてはよく
わかっていると思います。暑い時期ではありますが、いざという時、
大切なお子さんの命を守る最後の命綱となります。是非、着用する
習慣づけをお願いします。  

 

②【熱中症に注意】 
 梅雨も早々に明け、連日記録的な猛暑が続いています。毎日のよう
に、各地で命に関わるような熱中症が多発しています。この先もしば
らくは猛暑が続く予報となっています。暑い時の運動や外出はなるべ
く避け、十分な休養や水分補給に心掛けましょう。体調がいつもと違
うと感じたら、運動などを中止し、無理をしないようにしましょう。 

 

③【ヒアリに注意】 
市教委を通じて環境省から、夏休みにヒアリに注意するよう連絡がありました。  

 ヒアリについては、さかんに報道された時には、関心が高まりましたが、時間とと
もに薄らいできています。しかし、今でも港などで少しずつ見つかっているとのこと
です。特にこの地域は、港が近いので注意をしたいです。ヒアリの特徴は、下の図に
ある通りです。見かけたら、さわらず、すぐ知らせるようにしましょう。なお、ヒア
リ情報の連絡先は、「ヒアリダイアル 0570-046-110」とのことです。  
 併せて、セアカゴケグモにも注意したいです。何年も前に話題となりましたが、そ
の後側溝のふたや公園のベンチの裏などに住み着いているものがあるそうです。  
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◇ゲストティーチャー来校  
７月１７日（火）は、２つの授業で３名のゲストティーチャーに来校いただきまし

た。まず、２限目、６年生の社会科には、富洲原地区まちづくり委員会、歴史部会の
平野貢さんと井村浩三さんにお越しいただき、この地域の歴史についてお話しいただ
きました。夏の自由研究の参考になれば、とのねらいもあります。  

まず井村先生からは、富洲原の三地区の人口推移のグラフから、昔盛んだった紡績
業のお話。また、江戸時代の古地図をもとに、昔は桑名藩に属していた頃のお話など
を聞かせていただきました。続いて、平野先生からは、富田一色が出発点で、今も道
沿いにたくさんの名所や遺跡が残る八風街道のお話。「四九の市」とイオンを比べてみ
るのも面白いというお話。
また、昔の学校や子ども達
の遊びについても聞かせ
ていただきました。社会科
作品展は、郷土をテーマに
することになっています。
このお話を参考に、郷土の
歴史や産業について調べ
てみてはどうでしょうか。 
 

続いて、３・４限目は、５月に５年生がメダカの勉強でお世話になった伊藤敏彦さ
んにお越しいただき、４年生に「夏の星座」の授業をしていただきました。以前もご
紹介しましたが、伊藤先生は元中学校の理科の先生で、今でも大学の非常勤講師をさ
れている理科のスペシャリストです。星には、大きく恒星と惑星の２種類あるという
お話から始まりました。星空の写真を見て気が付くことを発表し、星にはいろんな色
があって、それは温度の違いによることも知りました。また、パソコンの星座ソフト
を使って、夏の星座や今夜の星空などを、わかりやすく説明していただきました。最
後に質問タイムを設けてもらうと、たくさんの子が質問に立ちました。「星座は何種類
あるんですか？」「星はどうやってつくられるんです
か？」、「ブラックホールはどうやってできたのです
か？」今日の授業をきっかけに、子ども達の星や宇宙
への興味が広がったようです。  

３名のゲストティーチャーは、本校の卒業生で、子
ども達の大先輩でもあります。今後とも、コミュニテ
ィスクールの取組の一環として、地域にある人材との
連携を、広げていきたいと願っています。  
 

◇「浮いて待て！」  

７月１７日（火）には、６年生が「着衣水泳」を行いました。夏休みを前に、毎年
この時期に６年生が実施しています。 

今回の着衣水泳は①服を着たまま水に落ちるとどんなに危険か ,②万が一落ちてし
まった人をどのように助けるか（自分が助かるためにどうするか）をねらいに行いま
した。万が一、こうした状況になっても、事前に体験していることで、自分や人の命
を守ることにつながります。突然水
に落ちるとパニックになり、むやみ
に手足を動かすと体力を失い、命も
失うことになります。その場合は、
なるべく楽に浮いて、救助を待つこ
とが大切。合言葉は、「浮いて待て！」
だそうです。 

 

◇休校日  
 本年度、市立小中学校は、８月１０日（金）、１３日（月）～１６
日（木）の５日間が休校日となります。それ以外の平日は、本校では
午前８時２５分から午後４時５５分まで開いております。ご用の際は、
職員室までお越しください。またご連絡をいただく場合は、℡３６５
－４３０９（富洲原小学校）へお願いいたします。  

突然水に落ちる体験  浮いて待て！  

井村先生  

平野先生  

伊藤先生  


